
 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第２学年 国語科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・令和７年度学力調査の結果から,「話し手が知らせたいことを落とさないように聞いている。」66.7％,

「相手に伝わるように,経験したことに基づいて話している。」33.3％が目標値を下回っている。また,

物語文の読み取り「場面の様子や登場人物の行動など,内容の大体を捉える。」説明文「文章の中の重

要な話を考えて選び出している。」も目標値を下回っている。 

 

２．課題改善に向けた取組状況 

(1) 令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和５年度 未就学児のため記載なし。 

 

 

(2) 今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・朝の会で日直のスピーチを行い,内容を詳しく分かるように話すことを意識させている。また,聞い

ている方は質問や感想を言うことで,話をよく聞いて大切なことを聞き漏らさないようにすること

を意識させている。 

・「書く」ことに対しては,週末日記の宿題を出して書き方の定着を図っている。 

・「読み取り」では,場面の様子や登場人物の行動を丁寧に確認して,何が大切な言葉なのかを見付け

られるように授業を進めている。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①朝の会などに,スピーチする機会をつくる。それに

対して,質問や感想を伝え合う時間を設ける。 

 

②日記や観察記録など,文章構成を意識したものを

書く機会を設ける。 

＜検証方法＞ 

❶スピーチや発表の際に,相手に分かるように話し

ているか。話し手の内容に沿った質問や感想が言

えているか。 

❷習った漢字,ノートや原稿用紙を正しく使い, 文

章構成を意識したものが書けているか。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・スピーチや日記など,学んだことを活かして話し

たり書いたりすることができた。 

・質疑応答をすることで,話をよく聞いて内容にあ

ったことを言えるようになった。 

 

＜課題＞ 

・語彙数が少ないので,表現がパターン化してしま

う。 

・習った漢字が抜けてしまうことがある。 

 

 

 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・読書や漢字学習から語彙を増やして,表現力を豊

かにする。 

・一つの言葉を言い換えをして,表現方法を増や

す。 

・漢字や文章の書き方を定着させるために,引き続

きスピーチや日記を続けていく。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 自分の思いや考えを表現し，詳しく様子を伝えることができる児童 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第２学年 算数科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・令和７年度学力調査の結果から,「位取り」「繰り下がりのあるひき算」「文章問題（立式）（式から

問題文を選ぶ）「何時何分を示す時計の理解」」の問題で目標値を下回っている。 

・文章問題など,必要な情報を読み取って答えを求めることに課題が見られる。 

 

２．課題改善に向けた取組状況 

(1) 令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和５年度 未就学児のため記載なし。 

 

 

 

 

 

 

(2) 今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・問題文を読むときに,ポイントになる言葉や数字を確認する。 

・図や絵などに表して考えることができるように取り組む。 

・ドリルやプリントなどで反復練習を行い,学習内容の定着に努める。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①日常的に算数を用いて解決できる方法を考えた

り,問題と式との関係を考える場を設けたりして,

算数的思考を高める。 

②ベーシックタイムや空き時間を利用し,デジタル

ドリルで自主学習を進める。 

＜検証方法＞ 

❶算数の言葉を用いて説明したり,日常の中で学ん

だ算数を活用したりできているか。 

 

❷デジタルドリルを自分で進め,反復学習ができて

いるか。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・普段の生活の中でも,算数で学習したことを思い

出して使うような場面があった。 

・デジタルドリルを活用し,復習することができ

た。 

 

＜課題＞ 

・取り組みに差があり,終わらせられる子とそうで

ない子が出た。 

・見直しがきちんとできずに,ミスをすることがあ

る。 

 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・問題文を読むときは,大切な言葉や数に線を引い

たり丸で囲んだりして,自分なりに分かりやすい

方法を見付けるように指導する。 

・見直しをよくするように声かけをする。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 学んだことを，他の場面でも生かして問題解決ができる児童 



 

 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第２学年 生活科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・現状で知っていることに満足し,新たな発見や疑問をもって取り組もうとする意欲が弱い。 

・自分の住んでいる地域や人のことについて深く知るための疑問（質問）を考える時に，意図とずれた

ことに意識が向いてしまいがちである。 

 

２．課題改善に向けた取組状況 

(1) 令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和５年度 未就学児のため記載なし。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・観察や,探検に行く前にめあてをはっきりさせ,具体的な視点を示す。 

・使える言葉を確認したり,似た言葉に言い換えたりすることで,語彙を増やしていく。 

・より良くするための工夫や進め方について助言する。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①観察カード等のワークシートは,事前に説明を十

分に行い,例を示す。 

②動画なども利用して興味関心を広げ,思考を広げ

られるようにする。 

＜検証方法＞ 

❶視点を理解した言葉を用いて記述や発言ができて

いるか。 

❷視点に沿った質問を考えて発言したり,記述した

りしているか。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・視点を明確にすることで,ワークシートなどへの

記述が自分でできるようになった。 

・動画を見たり友達の考えを聞いたりして,自分の

考えを広げることができた。 

 

＜課題＞ 

・まとめなどで,語彙力が乏しく適切な言葉を選ん

でどう表現すればいいか分からなくて進められな

い。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・次学年では,理科・社会科になる。 

・様々なまとめ方や言葉を使った表現方法を知っ

て,自分なりの表現方法ができるようにする。 

 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 語彙力を高め,適切な言葉を使って表現できる児童 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第２学年 音楽科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・学習が楽しくなってくると，めあてから離れて思い思いの活動を始めてしまうことがある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

(1) 令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和５年度 未就学児のため記載なし 

 

 

 

 

(2) 今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・帯活動として，リズムに合わせて楽器を自由に触れる時間を設定し，楽器の扱い方や音の出し方，鳴

り方を体験的に理解できるようにする。 

・歌唱や器楽の演奏は，範唱や範奏を何度も繰り返し，自然と覚えられるようにする。 

・児童の興味関心に合わせてレパートリーを決定し，蓄積していく「歌の本」を作り，意欲的に学習に

取り組めるようにする。 

・可視化した「学習のめあて」を提示し，活動中も内容を繰り返し確認したり，めあてに沿った声かけ

や価値付けをしたりする。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①動画等の撮影，視聴を通して，自分たちの演奏を客

観的に見られるようにする。 

②「学習のめあて」に対する指導を工夫する。 

 

＜検証方法＞ 

❶年２回実施される授業評価アンケートの実施内容

を分析する。 

❷各授業における発言や振り返りの内容を分析す

る。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・授業評価アンケートでは，どの児童も肯定的な回

答をしていた。 

・「学習のめあて」を理解し，授業ごとに見通しをも

って学習に臨むことができた。特に，それぞれの

授業で身に付けたい内容を，自分たちで意識でき

るようになった。 

 

＜課題＞ 

・特になし。 

 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・楽しみながら学習に取り組むことで，学習内容の

より確実な定着を図る。 

・次の活動への切り替えに時間がかかってしまう場

合は，十分な時間を確保したり，素早く切り替え

たりするよう声かけをしたりする。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 自分の表したい音楽表現を明確にイメージし，様々な工夫をしながら取り組むことができる児童 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第２学年 図画工作科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・失敗を恐れていたり,他人の目が気になっていたり,表現したいことはあるがどうしていいか分から

ないとやらないで終わってしまうことがある。 

・経験の乏しさや想像力の低さから,既存のものに固執したり,新しいものを生み出したりすることへ

の意欲が低い。 

２．課題改善に向けた取組状況 

(1) 令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和５年度 未就学児のため記載なし。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・友達の良いところを見付けて伝え合ったり,お互いの良いところを真似したりして取り組む。 

・表現方法の良いところを褒めたり,助言・提示したりして活動の幅を広げる。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①教科書の作品例から作り方や表現方法を想像し,

試す時間を設ける。 

②作品作りにおいて,作成過程で声掛けをし,個に応

じた助言や補助を行う。 

＜検証方法＞ 

❶試したことが,本作品作りに活かされているか。 

 

❷出来上がった作品が,本人の理想している物とな

っているか。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・友達同士よい表現をお互いに取り入れながら,作

品作りをすることができた。 

・方法の例示を見たり模倣したりすることで,作品

の完成度が上がった。 

 

＜課題＞ 

・友だちの作品を意識しすぎて,似たような作品に

なってしまうことがある。 

 

 

 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・友達の良いところは取り入れつつ,そのまま使う

のではなく,自分なりの工夫を入れてアレンジで

きるように指導していく。 

 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 自分の思いや形を,人に流されずに自分なりに表現できる児童 

 



 

 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第２学年 体育科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・体を動かすのは好きだが,苦手とする運動やできない運動に対して始めから諦めてしまう傾向が見ら

れる。 

・できることと,できないことへの偏りが見られる。 

・少人数過ぎるため，多彩なグループを作ったり,意見を出し合ったりすることが困難である。 

２．課題改善に向けた取組状況 

(1) 令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和５年度 未就学児のため記載なし。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・１年生と合同で授業を行い,スモールステップで達成感を味わわせる活動をする。 

・多様な動きをする運動を多く取り入れ，様々な体の部位を動かしたり体幹を鍛えるようにしたりす

る。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①遊びの要素を取り入れ,楽しみながら体を動かす。 

 

②基本の動きから,応用する動きを考えさせ（一人ま

たは友だちと）,技能向上につなげる。 

＜検証方法＞ 

❶毎回の授業で,どんな運動にも積極的に参加して

いるか。 

❷運動や活動をする際に,自分の技能を高めようと

意識したり,努力したりすることができたか。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・どんな運動にも積極的に参加して,楽しんで取り

組むことができた。 

・友達と協力したり,競い合ったりする中で,運動の

質が高まった。 

 

＜課題＞ 

・できない,怖いという気持ちが先に出て,活動が消

極的になってしまう児童がいた。 

 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・始めは慎重になって消極的なことや,やりたいけ

どどうしたらいいか分からずに進められないとき

には,スモールステップや丁寧な説明や模範が必

要である。 

 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 最後まであきらめずに挑戦し,自らの運動能力や思考を高めていける児童 

 


